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１．はじめに
ルーマニアのカルパチア山脈の西側には北西一南東方向の火山列がある（Ｆｉｇ．１）。
これらの火山は９～０．２２Ｍａに活動し、現在ではすでにその活動は終息したものと考え
られてきた。しかし、火山列のほぼ最南端にあるＣｉｏｍａｄｕ１火山から噴出した火砕流堆
積物中の炭化木片の１４Ｃ年代値は１０、０７０±１８０ｙｒＢＰ隋４ＢＩヽ ｌヽ-４５６）であり（Ｊｕｖｉｇｎｅｅｒ❹。
１９９４）、まだ活動が４冬息していないことを示唆している。筆者の一人守屋は、文部省国
際学術調査（代表野津憲治）で現地調査を行う機会を得た。その際にＣｉｏｍａｄｕ１火山の
最終噴火の年代を示すと考えられる試料（炭質物）を採取できたので、名古屋大学年代
資料測定研究センターのタンデトロン質量分析計（Ｎａｋａｍｕｌ・ａｅｒ亀１９８５；中村・中井、
１９８８）を用いて１４Ｃ年代を測定した。本稿ではその結果を報告する。
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２ ． ル ー マ ニ ア の 火 山 列 と そ の 周 辺 地 域 の 概 要
こ の 地 域 は ョ ー ロ ッ パ プ レ ー ト と ア フ リ カ プ レ ー ト の 境 界 に 形 成 さ れ た ほ ぼ 東 西 に 連

なる変動帯の中にある（Ｂｒｕｎｎ，１９７６；Ｌａｊ，１９８２：Ｆｉｇ．２）。ここではいくつかのマイク
ロ プ レ ー ト が 基 本 的 に ョ ー ロ ッ パ プ レ ー ト と ア フ リ カ プ レ ー ト に 規 制 さ れ な が ら ， か な

り複雑な動きを行ってきたと推定される。Ｃａｒｐａｔｈｉａ山脈の外側では，かつてプレートの
沈 み 込 み が 起 こ り ， こ こ で 取 り 扱 う ル ーマ ニ ア の 火 山 列 は こ の 沈 み 込 み に 伴 って 生 じ た
島弧型の火山からなると考えられている（例えば，Ｓｅｇｈ（３ｄｉば❹・，１９Ｓ）４：Ｆｉｇ．３）。
ルーマニアの火山の大部分は成層火山で，北からＣａｌｉｍａｎｉ，Ｇｕｒｇｈｉｕ，Ｈａｒｌ；ｈｉｔａ，Ｌｕｃｉ，
Ｃｕｃｕ，Ｃｉｏｍａｄｕ１など１０余個の火山がほぼ相接して並ぶ（Ｆｉｇ．４）。ＣａＨｍａｎｉ火山は９～
７Ｍａにかけて活動した（Ｐｅｃｓｋａｙｃｊｒａｙ．，１９９２）玄武岩一安山岩質の大型円錐火山体を持
ち ， 山 頂 カ ル デ ラ， 軽 石 流 ， 土 石 流 堆 積 物 か ら な る 火 山 麓 扇 状 地 が 認 め ら れ る 。 安 山 岩
質溶岩流を主体としたＧｕｒｇｈｉｕ，Ｈ，１ｒｇｈｉｔａ火山には流れ山をもつ岩屑なだれ堆積面が残る。
これらの火ＬＩ」は北から南にかけて次第に活動時期が若くなる。Ｌｕｃｉ，Ｃｕｃｕ火山では各々

４．４～３．６Ｍａ，２．８～２．２Ｍａとなり，ほぼ最南端に近いＣｉｏｍａｄｕｌ火山は１～０．２２Ｍａである

（Ｐｅｃｓｋａｙｅｒｊｌよ，１９９２）。
岩質は北のＣａｌｉｍａｎｉ火山がソレアイト岩系，中部のＨａｆｇｈｉｔａ火山群がカルクアルカリ

岩系，南部のＣｉｏｍａｄｕ１火山のすぐ南にあるＢｉｘａｄ-Ｍａｌｎａｓ火山がアルカリ岩系と南にい
くにしたがいアルカリの量が増加する。また南部のＣｉｏｍａｄｕ１火山などは，溶岩ドーム
を主体とする小火山で構造線を境に北の成層火山が卓越する地域と異なるａｃ・ｇｈｅｄｉｅｒ
，ｚん１９９４）。
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３．Ｃｉｏｍａｄｕｌ火山の地形と形成史
Ｃｉｏｍａｄｕ１火山の地形分類図を示す（Ｆｉｇ．５）。Ｃｉｏｍａｄｕ１火山は約１０個の溶岩ドームと

その一部を破壊して形成された２個の爆裂火口、それらの周囲に分布する緩斜面とから
なる。溶岩ドームはいずれも底径１～２ｋｍ、比高１５０～４００ｍ前後の平均的なものであ
るが、原形を保ったごく最近に形成されたと思われるものから、かなり侵食を受けてそ
の原形を失ったものまでさまざまあり、かなり長い時間をかけて溶岩ドーム群として成
長してきたと考えられる。これら溶岩ドーム群は角閃石黒雲母デイサイト質溶岩からな
るが、そのＫ-Ａｒ年代値は１～０．２２Ｍａとされてきた。５；ｆｉｎｔａＡｎａ、Ｍｏｈｏｓの２個の爆裂火
口は２～３個の溶岩円頂丘を破壊して溶岩ドーム群のほぼ中央に生じ、なお新鮮な地形
を持つ。より若い５；ｆｉｎｔａＡｎａ火口は直径１．５ｋｍ、深さ約２００ｍで、火口底に湖が存在す
る。相接してすぐ北東にあるＭｏｈｏｓ火口は直径２ｋｍ、深さ１００ｍ弱と豆池亘Ａｎａにくら
べかなり浅く、１；ｆｉｎｔａＡｎａ火口からの噴出物に埋められていることは明らかである。こ
れら２個の爆裂火口の周辺にはこの形成に伴う噴出物が厚く堆積し、一部ではかなり顕
著な緩斜面をつくっている。
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４．最終噴火とその経過
２個の爆裂火口はその地形の新鮮さから、ほぼ同時期に生じたと考えられるが、そこ

から噴出された堆積物は、噴出順に①降下軽石→②軽石流→③細粒火山灰・火砕サー
ジの３つに分けられる。以下に、これらの堆積物がすべて見られるＣｉｏｍａｄｕｌ火山西麓
のＴｕｓｎａｄ温泉の南２ｋｍの露頭（Ｆｉｇ、６）での観察結果をのべる。
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降下軽石は厚さ約４ｍ、４～５枚のｆａｌｌｕｎｉｔｓに分かれる。いずれも灰白色の軽石から
なり、最大粒径は４ｃｍである。一部に直径４ｃｍ以下の石質岩片が含まれるが、その大
部分は溶岩ドームをつくる溶岩片である。この降下軽石の体積は、分布の全容が明らか
ではないため詳しい議論はできないが、東斜面上で３ｍ以上、火山体東方２０ｋｍ地点で
２０～２５ｃｍの厚さで認められることから、約１～２ｋ❹程度と推定される。
軽石流は降下軽石の直上を整合に覆っており、腐植土などの時間間隙を示す証拠も見
いだされない。この堆積物の厚さは約１０ｍで、３～４枚のｆｌｏｗｕｎｉｔｓに分けられるが、
いずれも灰白色の軽石粒（最大粒径１０ｃｍ）と同質の細粉とからなる。石質岩片は５～
１０ｃｍのものが多く、その大部分は溶岩ドーム起源のデイサイトである。溶結部は認め
られない。
最上部には灰色の細粒火山灰を主体とする厚さ約４ｍの噴出物が存在する。これには

土石流堆積物と見られる厚さ１～２ｍの亜角疎層が介在しており、細粒火山灰が斜面に
堆積することによって透水係数が急減し、流水が激増したために土石流が発生するよう
になったことを示唆する。細粒火山灰層はＣｉｏｍａｄｕｌ火山のほぼ全域にわたって表層部
に認められる。山頂爆裂火口のすぐ東の火口縁に３ｍ以上の厚さの同層が認められるが、
それは明瞭な成層構造を持ち、一部に火山豆石が含まれる侈ｅｇｈｅｄｉａｎｄＳｚａｋａｃ・ら１９８８）。
これは軽石噴火で生じた火口内に溜まった水と上昇してきたマグマが接触して起こった
マグマ水蒸気爆発による堆積物と考えられる。もし火口内に水が溜まらなければ溶岩ド
ームが形成されたかも知れない。

５．溶岩ドームと軽石噴出物との年代関係
上記の’ｒｕｓｎａｄ温泉南２ｋｍの軽石層の露頭は溶岩ドームの基部に露出し、溶岩ドーム
の下位、すなわち溶岩ドームより古いとの考えがあったが、溶岩ドーム山頂の平坦部で
表層部を掘削した結果、軽石粒が見いだされ、溶岩ドームが軽石層より古いことが明ら
かとなった。このことはこの露頭のすぐ背後が段丘状になっていることからも裏づけら
れる。ただ火山体北東部にある新鮮な原地形を保持する２～３個の溶岩ドームは爆裂火
口形成後に生じた可能性もある。
軽石流堆積物上部から炭化木片が見いだされ、１０、０７０±１８０ｙｒＢＰ（ＭＢＮ-４５６）との

１４Ｃ年代値が得られているリｕｖｉｇｎｅｅｒｊ・７．、１９９４）。同時にＭｏｈｏｓ火口底埋積層最下底の泥

炭層の１４Ｃ年代値は７、６１０±６０ｙｒＢＰ（ＬＶ-２０７０）と互いに調和するがけｕｖｉｇｎｅｅｒ肛、１９９４）、
従来のＫ-Ａｒ年代測定によるＣｉｏｍａｄｕ１火山の活動時期１～０．２２Ｍａとは大幅に食い違っ
ている。筆者らは、最終噴火の堆積物の基底にある古土壌の中の炭質物（おそらく植物
根）について１４Ｃ年代測定を２回行い、＞３６、７７０ｙｒＢＰ（ＮＵＴ／Ｘ-３４０９）と＞４２、６５０ｙｒＢＰ
（ＮＵＴｊ・Ｘ-３６２２）の結果を得た。爆裂火口の地形の新鮮さは、最終噴火が約１万年前との
Ｊｕｖｉｇｎｅぼａ／。（１９９４）の結果を支持しており、今回測定した古土壌中の炭質物の１４Ｃ年代
もほぼ同様の値を示すものと予想したが、大きく食い違った。この理由については、ま
だよくわかっていないが、１）古土壌中の炭質物は、最終噴火の軽石降下以前の山火事に
よるものである、２）最終噴火によると見られる一連の軽石堆積物の間に大きな時間間隙
が隠されているのを見逃している、３）１４Ｃ年代値のどちらか、あるいはどちらも間違っ
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ている、などの可能性が考えられる。今後さらにデータを集めて検討する必要がある。
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